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議会ライブ中継録画映像
スマホでも本会議の動画が視聴できます▶

新たなる学校 歩き出す

水の郷小学校入学式（4月8日）水の郷小学校入学式（4月8日）
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　香取市議会の議会改革検討特別委員会では、今後の議
会活動の基礎資料や議会活性化の参考とするために市民
アンケートを実施しました。
　この市民アンケートは、市内在住の18歳以上の2，000
人を選出し、令和4年1月24日～2月28日までの約1カ
月間で、郵送によるアンケート用紙の送付・回収の方法で行
いました。
　この結果、699人からご回答をいただき、回収率は34．
9％で、これは千葉県北部5市の議会が実施したアンケー
トの平均回収率（33．5％）を1．4ポイント上回る結果とな
りました。
　多くの市民の皆様にご協力いただき、誠にありがとうご
ざいました。
　以下にその結果の概要を記載します。なお、この結果の
詳細は香取市議会ホームページにも掲載しております。

香取市議会に関する市民アンケート

市議会だよりを読んでいますか。 市議会だよりを読んでいますか。 

香取市になって以降、市議会の会議などを見たり聞いたりしたことがありますか。 香取市になって以降、市議会の会議などを見たり聞いたりしたことがありますか。 

どのような方法でご覧になられましたか。どのような方法でご覧になられましたか。

現在の市議会をどのように評価しますか。現在の市議会をどのように評価しますか。
あなたの意見や市民の声が市議会にあなたの意見や市民の声が市議会に
反映されていると思いますか。反映されていると思いますか。
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その他
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1.0%
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市議会の改革は必要だと思いますか。 市議会の改革は必要だと思いますか。 

市議会の改革の課題は何だと思いますか。市議会の改革の課題は何だと思いますか。

あなたは、議員や市議会に何を期待しますか。あなたは、議員や市議会に何を期待しますか。

市長選挙と市議会議員選挙の同時選挙市長選挙と市議会議員選挙の同時選挙
は必要だと思いますか。は必要だと思いますか。

現在の議員定数は22人ですが、現在の議員定数は22人ですが、
議員定数についてどう思いますか。議員定数についてどう思いますか。

香取市議会議員の報酬は毎月35万円で香取市議会議員の報酬は毎月35万円で
すが、この金額についてどう思いますか。すが、この金額についてどう思いますか。
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議案第24号　 香取市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

未就学児に対し減額
措置を講ずる

国において、全世代対応型の社会保障制度を構築するため、地
方税法等の関係法令の改正が行われ、国民健康保険税について
は、子育て世帯の経済的な負担を軽減する観点から、未就学児
に係る均等割額を5割軽減する改正です。

A

未就学児に係る均等割額の減額について改正内容は。Q

議案第20号　 みんなの賑わい交流拠点コンパス（KOMPAS）の設置及び管理に関する条例の制定について

公共施設の利用方法を
検討

原則としては、現在の佐原中央公民館と同様に3カ月前からの予
約受付を考えているところですが、ワークショップや利用者団体
等との意見交換のほか、中学生・高校生の意見も聞き、その中で
伺った意見を基に検討している状況です。また、この施設は幅広
い世代の方々に利用してもらえるよう、公平性の担保を考えなが
ら検討を進めています。

A

貸出施設の予約方法について、今までの佐原中央公民館との違
いはあるか。

Q

伊能忠敬翁が全国測量をする際に使用した
杖先方位盤（コンパス）

国民健康保険証（見本）

こんなことが
決まりました！
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3月定例会 審議結果　こんなことが決まりました！

3

4

5

令和4年4月 地方独立行政法人に移行となった
香取おみがわ医療センター

議案第21号　 香取市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について

医療センター独法化に
伴う職員数の変更

今年度で退職する正規職員数は15名です。4月1日付で新規採用
する正規職員数は11名でありますが、このほかに1名を2月に採
用していますので、12名となります。

A

香取おみがわ医療センターにおいて、本年3月をもって退職す
る職員数と4月1日付で採用する職員数は。

Q

佐原駅周辺地区複合公共施設へ移転する佐原中央図書館

議案第23号　 香取市図書館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

コンパスの開設に伴い
図書館も指定管理に移行

司書の資格取得者が館長に就任するかどうかは定かではありま
せんが、業務専任者の1名は、3年以上の業務経験と司書資格を
持った者ということで定めています。

A

館長は、司書の資格取得者がなるのか。Q

桟橋等の利用時間が拡大される水の郷さわら

議案第25号　 水の郷さわらの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

利用者のニーズに応え
桟橋等の開業時間拡大

水の郷さわらには、桟橋や船舶昇降スロープ等の水辺利用施設
が設置されており、コロナ禍において早朝利用も含めてニーズ
が高まっているところです。水辺のレジャーで需要がある早朝
利用などにも柔軟に対応でき、利用者の利便性の向上および利
用者増加にも繋がると考えています。

A

この条例を改めることで指定管理者および水の郷さわらを訪れ
る方にとって、どのようなメリットが生じるのか。

Q
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　3月7日から9日までの3日間、予算審査特別委員会
を開催し、令和4年度の予算を審査しました。審査の結
果、当初予算は全て原案のとおり可決しました。

「みんなのお金」の
使い道をチェック！

■一般会計予算額

352億5,000万円
■特別会計予算額

国民健康保険事業 96億円     　
介護保険事業 77億8,300万円
観光事業 1億7,300万円
土地取得事業 10万円
後期高齢者医療事業 11億3,900万円
太陽光発電事業 2億3,000万円
病院事業債管理 4億4,500万円

193億7,010万円
水道事業 43億7,183万8千円
簡易水道事業  2億8,289万2千円
公共下水道事業 30億2,007万9千円
農業集落排水事業 3億5,604万8千円

■公営企業会計予算額（支出）

80億3,085万7千円

予算審査特別委員会
持続可能な財政運営を基本とした予算編成を注視

令和4年度
一般会計予算総額 352億5,000万円

令和4年3月定例会
（2月21日～ 3月18日/会期26日）

概要 
　一般会計予算の歳入歳出予算の総額は、352億5
千万円で、前年度比26億3千万円、8.1％の増となり、
これは佐原駅周辺地区活性化拠点整備事業などの
継続事業費が増加したためです。特別会計7会計の
歳入歳出予算の合計額は、193億7,010万円で、前
年度比7億4,000万円、4.0％の増。公営企業会計4
会計の収益的支出および資本的支出の合計額は、80
億3,085万7千円で、前年度比35億7,889万5千円、
30.8％の減です。全会計の総額は、626億5,095万
7千円で、前年度比2億889万5千円、0.3％の減と
なっています。

反対討論 
　令和4年度一般会計予算について、佐原グレイス
こども園の予算では、国の交付基準で定める事業者
負担分についても市が負担しています。事業者には
交付要綱に基づく負担をさせるべきであり反対とし
ます。

　橘ふれあい公園整備事業や複合公共施設整備事業
などの大型事業にかかる建設費や維持管理費は、将
来にわたり重い財政負担となることから、令和4年
度当初予算に反対します。
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審議結果

返礼品として人気のある特産品サツマイモ　

老朽化に伴い撤去となる佐原小学校横断歩道橋

市営自転車駐輪場に設置してある防犯カメラ（佐原駅南口）

ふるさと香取応援寄附金事業について、現在、人気のあ
る返礼品とその品目数は。

市営自転車駐輪場における防犯カメラの整備状況は。

都市整備課が管理している駐輪場は市内に6カ所あり、
そのうち佐原駅南口、佐原駅北口、小見川駅の3カ所に
防犯カメラを設置しています。また、小見川駅前の2台
について、更新のための予算を令和4年度に計上してい
ます。

令和4年2月末現在の登録返礼品は196品目で、登録事
業者数は56事業者です。令和3年度に5事業者、30品
目を増やしています。また、人気のある返礼品について
は、手羽先餃子、べにはるか干し芋、市が誘致した企業の
製品である飲料水となっています。

A

A

Q

Q

寄附金の増加を見込み
事業費を増額

予算審査

1

学校施設整備事業について、佐原小学校横断歩道橋の
整備スケジュールは。

横断歩道橋の撤去後、新たに横断歩道を整備し、信号機
を設置する予定であり、警察と連携して取り組んでい
きます。今後のスケジュールについては、年度当初から
横断歩道橋の撤去に取りかかるよう準備を進め、その後、
新設の管理用道路、屋内運動場内の通路の整備について、
令和4年度内の完成に向けて進めていく予定です。

A

Q

老朽化に伴う佐原小学
校横断歩道橋の整備

市営自転車駐輪場の防
犯カメラ更新に伴う事
業費を増額

予算審査

2

予算審査

3

３月定例会

「みんなのお金」の使い道をチェック！
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ― ○ × ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

3月定例会 議案および採決結果概要
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議案
番号

議 案 名
（一部省略しています） 主　な　内　容

審
議
結
果

議案第1号
（予算審査） 令和4年度一般会計予算 可決

議案第2号
（予算審査） 令和4年度国民健康保険事業特別会計 可決

議案第3号～12号
（予算審査）

令和4年度特別会計（介護保険事業、観光事業、土地取得事業、後期高齢者医療事業、太陽光発電事業、病院事業債管理、水道事業、簡易水道事業、
公共下水道事業、農業集落排水事業）予算 可決

議案第13号 令和3年度一般会計補正予算（第12
号）

予算総額に15億6,502万8千円を追加し、補正後総額を383億1,474万6千円とする。後年度の財政負担
を軽減するため、繰上償還に係る元金などを追加。 可決

議案第14号 令和3年度国民健康保険事業特別会
計補正予算（第2号）

予算総額に4,018万円を追加し、補正後総額を97億7,024万1千円とする。一般被保険者高額療養費等を
追加。 可決

議案第15号 令和3年度介護保険事業特別会計補
正予算（第2号） 予算総額に8,330万円を追加し、補正後総額を76億9,027万1千円とする。介護サービス給付費等を追加。可決

議案第16号 令和3年度水道事業会計補正予算（第
1号） 資本的収支の支出に補助金返還金239万8千円を追加。 可決

議案第17号 令和3年度病院事業会計補正予算（第
4号） 資本的収支の収入に国民健康保険事業特別会計からの補助金275万円を追加。 可決

議案第18号 令和3年度公共下水道事業会計補正
予算（第2号）

資本的収支の収入に9,204万5千円および支出に9,212万円を追加。国の補正予算対応のため管渠建設改
良費に6,990万円等を計上。 可決

議案第19号 令和3年度農業集落排水事業会計補
正予算（第1号） 資本的収支の差引不足額の補てん財源を変更。 可決

議案第20号
（総務企画）

みんなの賑わい交流拠点コンパスの
設置及び管理に関する条例制定 「みんなの賑わい交流拠点コンパス」の設置および管理に関する事項の条例制定。 可決

議案第21号
（福祉教育） 職員定数条例の一部改正 地方独立行政法人香取おみがわ医療センターの設立に伴う所要の改正。 可決

議案第22号
（福祉教育）

公民館の設置及び管理に関する条例
の一部改正

「みんなの賑わい交流拠点コンパス」の開設予定に伴う所要の改正。
可決

議案第23号
（福祉教育）

図書館の設置及び管理に関する条例
の一部改正 可決

議案第24号
（総務企画） 国民健康保険税条例の一部改正 未就学児に対し国民健康保険税の被保険者均等割額の減額措置を講ずるための所要の改正。 可決

議案第25号
（生活経済建設）

水の郷さわらの設置及び管理に関す
る条例の一部改正 桟橋等の利用について、開業時間の拡大に対応するための所要の改正。 可決

議案第26号
（生活経済建設）

地域活性化施設の設置及び管理に関
する条例の一部改正 施設の使用者の資格を緩和するための所要の改正。 可決

議案第27号
（生活経済建設）

公共下水道事業及び農業集落排水事
業の設置等に関する条例の一部改正

毎事業年度の利益剰余金について、地方公営企業法に基づき条例の定めにより処分できるようにするため
の所要の改正。 可決

議案第28号
（総務企画）

みんなの賑わい交流拠点コンパスの
指定管理者の指定

先に維持管理・運営事業者に選定した「シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社」を指定管理者に指
定。 可決

議案
第29号～第47号 農業委員会の委員の任命

熱田英夫氏、飯森 孝氏、石橋清勝氏、伊藤 寛氏、鵜澤幹司氏、片野壽夫氏、木内恒幸氏、栗山雅幸氏、
菅谷樹雄氏、鈴木健夫氏、芹川 幹氏、髙松多可史氏、寺島美幸氏、冨澤克彦氏、成毛和弘氏、林 藤江氏、
平川君子氏、山田宏一氏、海老澤 武氏を農業委員会の委員に任命することに議会の同意を求める。

同意

議案第48号 教育委員会の委員の任命 鳥次 由紀子氏を教育委員会の委員に任命することに議会の同意を求める。 同意

諮問
第1号～第3号 人権擁護委員の候補者の推薦 林 三和子氏、宗像早苗氏、菅谷君子氏を引き続き候補者に推薦することに議会の意見を求める。 適任者

と決定

請願第17号
（福祉教育）

水の郷小学校区学童保育（放課後児童
クラブ）設置を求める請願

新たに統合される水の郷小学校区に学童保育（放課後児童クラブ）の設置を求める。
採択

継続審査
陳情第23号
（福祉教育）

水の郷小学校区学童保育（放課後児童
クラブ）設置に関する陳情 採択

発議案第1号
ウクライナからのロシア軍の即時撤
退と速やかな平和の実現に関する決
議

国際社会と連携し、あらゆる外交手段を駆使して、ウクライナからのロシア軍の即時撤退と速やかな平和
の実現に全力を尽くすことを強く求める。 可決

※議長（田山一夫議員）は、採決に加わりません。議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。〇：賛成　　×：反対
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QRコードからスマホで質問の
内容が見られます！ 3月定例会

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘
致
に
よ
る
税
収
へ
の
影
響
は
。

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘
致
に
よ
る
税
収
へ
の
影
響
は
。

約
４
億
５
千
万
円
を
奨
励
金
で
交
付
し
て
お
り
、

約
４
億
５
千
万
円
を
奨
励
金
で
交
付
し
て
お
り
、

差
引
き
約
２
億
２
千
万
円
の
財
政
効
果
が
あ
っ
た
も

差
引
き
約
２
億
２
千
万
円
の
財
政
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

需
要
が
増
加
し
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
大
型

需
要
が
増
加
し
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
大
型

物
流
施
設
の
誘
致
や
、成
田
空
港
に
近
い
特
性
を
活

物
流
施
設
の
誘
致
や
、成
田
空
港
に
近
い
特
性
を
活

か
し
て
空
港
関
連
企
業
の
誘
致
な
ど
も
考
え
ら
れ
る

か
し
て
空
港
関
連
企
業
の
誘
致
な
ど
も
考
え
ら
れ
る

が
見
解
は
。

が
見
解
は
。

成
田
国
際
空
港
の
機
能
強
化
に
伴
い
、物
流
施
設

成
田
国
際
空
港
の
機
能
強
化
に
伴
い
、物
流
施
設

や
空
港
関
連
企
業
の
進
出
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま

や
空
港
関
連
企
業
の
進
出
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。雇
用
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る
企
業
の
誘
致
に

す
。雇
用
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る
企
業
の
誘
致
に

つ
い
て
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

つ
い
て
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

丁
寧
な
説
明
と
対
応
を

丁
寧
な
説
明
と
対
応
を

子
宮
頸
が
ん
等
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

子
宮
頸
が
ん
等
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
の
再
開
を
受
け
、香
取
市
と

ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
の
再
開
を
受
け
、香
取
市
と

し
て
の
対
応
は
。

し
て
の
対
応
は
。

本
年
３
月
中
に
新
た
に
中
学
２
年
生
か
ら
高
校
１

本
年
３
月
中
に
新
た
に
中
学
２
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
と
な
る
年
代
へ
、４
月
に
は
新
た
に
中
学
１
年

年
生
と
な
る
年
代
へ
、４
月
に
は
新
た
に
中
学
１
年

生
と
な
る
年
代
の
対
象
者
に
予
診
票
を
同
封
し
た
個

生
と
な
る
年
代
の
対
象
者
に
予
診
票
を
同
封
し
た
個

別
勧
奨
通
知
を
実
施
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い

別
勧
奨
通
知
を
実
施
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
す
。

接
種
機
会
を
逃
し
た
が
、キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

接
種
機
会
を
逃
し
た
が
、キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

の
対
象
と
な
る
方
々
や
自
費
で
接
種
さ
れ
た
が
今
後

の
対
象
と
な
る
方
々
や
自
費
で
接
種
さ
れ
た
が
今
後

公
費
負
担
の
対
象
と
な
る
方
々
へ
、丁
寧
な
説
明
と

公
費
負
担
の
対
象
と
な
る
方
々
へ
、丁
寧
な
説
明
と

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。周
知
方
法
は
。

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。周
知
方
法
は
。

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
の
周
知
に
つ
い
て
は
、丁
寧
か
つ
対
象
者
に
確
実

種
の
周
知
に
つ
い
て
は
、丁
寧
か
つ
対
象
者
に
確
実

に
情
報
提
供
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

に
情
報
提
供
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

国
の
方
針
に
沿
っ
た
周
知
方
法
に
よ
り
実
施
し
て
い

国
の
方
針
に
沿
っ
た
周
知
方
法
に
よ
り
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

感
染
症
対
策
の
徹
底
と

感
染
症
対
策
の
徹
底
と

迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

年
初
か
ら
の
香
取
市
で
の
感
染
者
数
の
増
加
の
要

年
初
か
ら
の
香
取
市
で
の
感
染
者
数
の
増
加
の
要

因
や
感
染
の
傾
向
は
。

因
や
感
染
の
傾
向
は
。

市
に
お
い
て
は
、第
６
波
と
言
わ
れ
る
感
染
拡
大

市
に
お
い
て
は
、第
６
波
と
言
わ
れ
る
感
染
拡
大

が
令
和
４
年
１
月
か
ら
顕
著
で
あ
り
、家
庭
内
で
の

が
令
和
４
年
１
月
か
ら
顕
著
で
あ
り
、家
庭
内
で
の

感
染
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、学

感
染
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、学

校
、保
育
、高
齢
者
施
設
な
ど
で
の
集
団
発
生
も
多

校
、保
育
、高
齢
者
施
設
な
ど
で
の
集
団
発
生
も
多

く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、感
染
ス
ピ
ー
ド
が

く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、感
染
ス
ピ
ー
ド
が

こ
れ
ま
で
に
な
く
早
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、第
５
波

こ
れ
ま
で
に
な
く
早
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、第
５
波

と
比
べ
、週
当
た
り
の
感
染
確
認
数
は
３
倍
程
度
と

と
比
べ
、週
当
た
り
の
感
染
確
認
数
は
３
倍
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

感
染
者
数
の
急
増
を
受
け
て
、香
取
市
と
し
て
は

感
染
者
数
の
急
増
を
受
け
て
、香
取
市
と
し
て
は

新
た
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
の
か
。

新
た
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
の
か
。

基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
の
周
知
を
引
き
続
き

基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
の
周
知
を
引
き
続
き

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
３

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
３

年
９
月
に
県
と
覚
書
を
交
わ
し
、保
健
所
業
務
の
逼

年
９
月
に
県
と
覚
書
を
交
わ
し
、保
健
所
業
務
の
逼

迫
時
に
お
い
て
は
、自
宅
療
養
者
へ
の
パ
ル
ス
オ
キ

迫
時
に
お
い
て
は
、自
宅
療
養
者
へ
の
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
の
配
達
、市
が
連
携
し
て
安
否
確
認
を

シ
メ
ー
タ
ー
の
配
達
、市
が
連
携
し
て
安
否
確
認
を

実
施
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。ま
た
、市
独
自

実
施
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。ま
た
、市
独
自

事
業
と
し
て
、自
宅
療
養
者
の
配
食
支
援
体
制
を
確

事
業
と
し
て
、自
宅
療
養
者
の
配
食
支
援
体
制
を
確

立
し
ま
し
た
。

立
し
ま
し
た
。

積
極
的
な
企
業
誘
致
と

積
極
的
な
企
業
誘
致
と

住
環
境
整
備
を

住
環
境
整
備
を

質問事項
◆企業誘致と環境の整備
◆ＨＰＶワクチンの接種
◆新型コロナウイルス感染症対策

加藤
裕太 かとう ゆうた 議員
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9人の議員が一般質問

令和2年8月に東京電力と
災害協定を締結

香
取
市
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

香
取
市
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
以
降
、取
り
組
ん
で
き
た
防
災
・
減
災
は
な

大
震
災
以
降
、取
り
組
ん
で
き
た
防
災
・
減
災
は
な

に
か
。

に
か
。

東
日
本
大
震
災
後
、単
な
る
現
状
復
旧
に
留
ま
ら

東
日
本
大
震
災
後
、単
な
る
現
状
復
旧
に
留
ま
ら

ず
、耐
震
水
道
管
等
、災
害
に
強
い
工
法
・
設
備
を
導

ず
、耐
震
水
道
管
等
、災
害
に
強
い
工
法
・
設
備
を
導

入
す
る
な
ど
、安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

入
す
る
な
ど
、安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
、令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
後
に
は
、電
力
事

組
み
、令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
後
に
は
、電
力
事

業
者
な
ど
災
害
復
旧
に
関
連
す
る

業
者
な
ど
災
害
復
旧
に
関
連
す
る
1111
件
の
協
定
を
締

件
の
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
避

結
し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
避

難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策

難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策

と
し
て
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

と
し
て
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

な
ど
の
備
蓄
品
を
購
入
す
る

な
ど
の
備
蓄
品
を
購
入
す
る

な
ど
、市
民
の
皆
さ
ま
の
安

な
ど
、市
民
の
皆
さ
ま
の
安

全
・
安
心
を
第
一
に
各
種
対

全
・
安
心
を
第
一
に
各
種
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

富
士
山
噴
火
に
よ
る
香
取
市
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

富
士
山
噴
火
に
よ
る
香
取
市
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

富
士
山
噴
火
後
、速
や
か
に
災
害
対
策
本
部
を
設

富
士
山
噴
火
後
、速
や
か
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
当
た
り
ま
す
。ま

置
し
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
当
た
り
ま
す
。ま

た
、復
旧
へ
向
け
た
対
策
と
し
て
、正
確
な
情
報
収

た
、復
旧
へ
向
け
た
対
策
と
し
て
、正
確
な
情
報
収

集
と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

集
と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

不
測
の
事
態
に
も
柔
軟
か
つ
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

不
測
の
事
態
に
も
柔
軟
か
つ
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
す
。自

主
防
災
組
織
の
組
織
率
が

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
が
4545
％
だ
が
、組
織
率

％
だ
が
、組
織
率

が
向
上
し
な
い
要
因
は
な
に
か
。

が
向
上
し
な
い
要
因
は
な
に
か
。

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、地
域
へ
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
陥

に
よ
り
、地
域
へ
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
陥

っ
た
こ
と
が
、組
織
率
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
な

っ
た
こ
と
が
、組
織
率
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
な

い
要
因
の

い
要
因
の
1
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
の
周
知
に
つ
い
て
は
、丁
寧
か
つ
対
象
者
に
確
実

に
情
報
提
供
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

国
の
方
針
に
沿
っ
た
周
知
方
法
に
よ
り
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

感
染
症
対
策
の
徹
底
と

迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

年
初
か
ら
の
香
取
市
で
の
感
染
者
数
の
増
加
の
要

因
や
感
染
の
傾
向
は
。

市
に
お
い
て
は
、第
６
波
と
言
わ
れ
る
感
染
拡
大

が
令
和
４
年
１
月
か
ら
顕
著
で
あ
り
、家
庭
内
で
の

感
染
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、学

校
、保
育
、高
齢
者
施
設
な
ど
で
の
集
団
発
生
も
多

く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、感
染
ス
ピ
ー
ド
が

こ
れ
ま
で
に
な
く
早
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、第
５
波

と
比
べ
、週
当
た
り
の
感
染
確
認
数
は
３
倍
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

感
染
者
数
の
急
増
を
受
け
て
、香
取
市
と
し
て
は

新
た
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
の
か
。

基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
の
周
知
を
引
き
続
き

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
３

年
９
月
に
県
と
覚
書
を
交
わ
し
、保
健
所
業
務
の
逼

迫
時
に
お
い
て
は
、自
宅
療
養
者
へ
の
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
の
配
達
、市
が
連
携
し
て
安
否
確
認
を

実
施
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。ま
た
、市
独
自

事
業
と
し
て
、自
宅
療
養
者
の
配
食
支
援
体
制
を
確

立
し
ま
し
た
。

防
災
行
政
用
無
線
の
戸
別
受
信
機
の
自
己
負
担
額

防
災
行
政
用
無
線
の
戸
別
受
信
機
の
自
己
負
担
額

１
２
０
０
０
円
が
重
い
と
年
金
受
給
者
か
ら
の
声
が

１
２
０
０
０
円
が
重
い
と
年
金
受
給
者
か
ら
の
声
が

届
い
た
が
、自
己
負
担
額
を
所
得
に
よ
る
軽
減
措
置

届
い
た
が
、自
己
負
担
額
を
所
得
に
よ
る
軽
減
措
置

が
で
き
な
い
か
。

が
で
き
な
い
か
。

新
規
に
戸
別
受
信
機
を
希
望
す
る
方
は
、原
則
、

新
規
に
戸
別
受
信
機
を
希
望
す
る
方
は
、原
則
、

戸
別
受
信
機
購
入
価
格
の
２
分
の
１
を
負
担
し
て
い

戸
別
受
信
機
購
入
価
格
の
２
分
の
１
を
負
担
し
て
い

ま
す
が
、今
後
、防
災
行
政
無
線
の
更
新
事
業
に
あ

ま
す
が
、今
後
、防
災
行
政
無
線
の
更
新
事
業
に
あ

わ
せ
て
戸
別
受
信
機
の
運
用
、取
り
扱
い
要
領
な
ど

わ
せ
て
戸
別
受
信
機
の
運
用
、取
り
扱
い
要
領
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

個
別
避
難
計
画
が
進
ま
な
い
要
因
は

個
別
避
難
計
画
が
進
ま
な
い
要
因
は

災
害
時「
避
難
行
動
要
援
護
者
」へ
の
個
別
避
難
計

災
害
時「
避
難
行
動
要
援
護
者
」へ
の
個
別
避
難
計

画
の
策
定
が
進
ん
で
い
な
い
が
、そ
の
要
因
は
な
に

画
の
策
定
が
進
ん
で
い
な
い
が
、そ
の
要
因
は
な
に

か
。
か
。避

難
支
援
を
要
す
る
者
の
把
握
に
漏
れ
が
な
い
よ

避
難
支
援
を
要
す
る
者
の
把
握
に
漏
れ
が
な
い
よ

う
幅
広
く
対
象
を
捉
え
た
結
果
、世
帯
分
離
な
ど
避

う
幅
広
く
対
象
を
捉
え
た
結
果
、世
帯
分
離
な
ど
避

難
支
援
を
要
す
る
者
以
外
も
含
め
、名
簿
登
載
者
数

難
支
援
を
要
す
る
者
以
外
も
含
め
、名
簿
登
載
者
数

が
増
え
た
こ
と
、本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
進
ん

が
増
え
た
こ
と
、本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
と

で
い
な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

考
え
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
充
実
を

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
充
実
を

日
中
独
居
の

日
中
独
居
の
7676
歳
以
上
の
方
も
高
齢
者
福
祉
タ
ク

歳
以
上
の
方
も
高
齢
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
配
布
対
象
者
に
で
き
な
い
か
。

シ
ー
の
配
布
対
象
者
に
で
き
な
い
か
。

対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、今
後
も
後
期
高
齢

対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、今
後
も
後
期
高
齢

者
人
口
の
増
加
に
よ
る
対
象
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

者
人
口
の
増
加
に
よ
る
対
象
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、持
続
可
能
な
事
業
と
な
る
よ
う
検
討
し
て

て
お
り
、持
続
可
能
な
事
業
と
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

質問事項
◆防災・減災
◆高齢者福祉

田代
一男たしろ かずお 議員

東
日
本
大
震
災
以
降
の

東
日
本
大
震
災
以
降
の

防
災
・
減
災
対
策
は

防
災
・
減
災
対
策
は

かとり市議会だより No.6511
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工
事
の
進
捗
状
況
は
。

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

起
点
と
な
り
ま
す
長
岡
地
区
か
ら
桐
谷
地
区
ま
で

起
点
と
な
り
ま
す
長
岡
地
区
か
ら
桐
谷
地
区
ま
で

の
約
２・
８
㎞
区
間
に
つ
い
て
は
、合
併
以
前
に
供

の
約
２・
８
㎞
区
間
に
つ
い
て
は
、合
併
以
前
に
供

用
開
始
さ
れ
て
お
り
、合
併
後
、未
改
良
区
間
の
桐

用
開
始
さ
れ
て
お
り
、合
併
後
、未
改
良
区
間
の
桐

谷
地
区
か
ら
終
点
の
小
川
地
区
ま
で
の
約
２・
３
㎞

谷
地
区
か
ら
終
点
の
小
川
地
区
ま
で
の
約
２・
３
㎞

に
つ
い
て
、国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
お
よ

に
つ
い
て
、国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
お
よ

び
合
併
特
例
債
を
活
用
し
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

び
合
併
特
例
債
を
活
用
し
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
末
の
状

令
和
２
年
度
末
の
状

況
と
し
て
は
、約
１
・

況
と
し
て
は
、約
１
・

６
㎞
区
間
に
お
い
て

６
㎞
区
間
に
お
い
て

工
事
が
完
了
し
て
お

工
事
が
完
了
し
て
お

り
、残
り
の
新
里
地

り
、残
り
の
新
里
地

区
か
ら
小
川
地
区
の

区
か
ら
小
川
地
区
の

約
０
・
７
㎞
に
つ
い

約
０
・
７
㎞
に
つ
い

て
事
業
を
進
め
て
い

て
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。全
体
計
画
の

ま
す
。全
体
計
画
の

延
長
に
対
す
る
進
捗

延
長
に
対
す
る
進
捗

率
は
約

率
は
約
8686
・
３
％
で

・
３
％
で

す
。
す
。現

在
の
工
事
内
容
と
今
後
の
予
定
は
。

現
在
の
工
事
内
容
と
今
後
の
予
定
は
。

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
、新
里
地
区
の
約

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
、新
里
地
区
の
約
2020
ｍ

区
間
に
つ
い
て
、道
路
の
盛
り
土
工
事
を
実
施
し
て

区
間
に
つ
い
て
、道
路
の
盛
り
土
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。今
後
は
、未
整
備
の
約
７
０
０
ｍ
区
間
に

い
ま
す
。今
後
は
、未
整
備
の
約
７
０
０
ｍ
区
間
に

お
い
て
、盛
り
土
工
事
、排
水
整
備
工
事
お
よ
び
舗

お
い
て
、盛
り
土
工
事
、排
水
整
備
工
事
お
よ
び
舗

装
工
事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

装
工
事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
産
の

令
和
４
年
産
の

主
食
用
米
の
作
付
に
つ
い
て
は

主
食
用
米
の
作
付
に
つ
い
て
は

令
和
４
年
産
の
生
産
目
安
は
。

令
和
４
年
産
の
生
産
目
安
は
。

令
和
４
年
産
米
の
生
産
目
安
と
な
る
主
食
用
米
生

令
和
４
年
産
米
の
生
産
目
安
と
な
る
主
食
用
米
生

産
量
は
２
万
３
３
１
１
・
７
ト
ン
、面
積
換
算
で
は

産
量
は
２
万
３
３
１
１
・
７
ト
ン
、面
積
換
算
で
は

４
０
８
９

４
０
８
９
haha
で
す
。令
和
３
年
産
米
と
比
較
す
る
と
、

で
す
。令
和
３
年
産
米
と
比
較
す
る
と
、

３
５
０
ト
ン
、６
１
３

３
５
０
ト
ン
、６
１
３
haha
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

各
農
家
へ
の
配
分
率
と
し
て
換
算
す
る
と
、一
般
農

各
農
家
へ
の
配
分
率
と
し
て
換
算
す
る
と
、一
般
農

家
へ
の
配
分
率
が

家
へ
の
配
分
率
が
4949
％
、昨
年
比
８
％
の
減
と
な
り

％
、昨
年
比
８
％
の
減
と
な
り

ま
す
。

ま
す
。

令
和
４
年
産
飼
料
用
米
作
付
支
援
・

令
和
４
年
産
飼
料
用
米
作
付
支
援
・

助
成
は

助
成
は

国
・
県
・
市
の
助
成
金
額
は
。

国
・
県
・
市
の
助
成
金
額
は
。

国
に
お
い
て
は
、令
和
３
年
度
ま
で
飼
料
用
米
の

国
に
お
い
て
は
、令
和
３
年
度
ま
で
飼
料
用
米
の

複
数
年
契
約
３
年
以
上
の
取
り
組
み
に
対
す
る

複
数
年
契
約
３
年
以
上
の
取
り
組
み
に
対
す
る
1010

ａ
当
た
り
１
２
０
０
０
円
の
交
付
金
に
つ
い
て
、令

ａ
当
た
り
１
２
０
０
０
円
の
交
付
金
に
つ
い
て
、令

和
４
年
度
か
ら
は
、６
０
０
０
円
に
減
額
と
な
り
ま

和
４
年
度
か
ら
は
、６
０
０
０
円
に
減
額
と
な
り
ま

す
。県
に
お
い
て
は
、主
食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
に

す
。県
に
お
い
て
は
、主
食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
に

新
た
に
転
換
し
た
面
積
に
対
す
る
助
成
と
し
て
、

新
た
に
転
換
し
た
面
積
に
対
す
る
助
成
と
し
て
、1010

ａ
当
た
り
１
０
０
０
０
円
の
助
成
が
、令
和
４
年
度

ａ
当
た
り
１
０
０
０
０
円
の
助
成
が
、令
和
４
年
度

か
ら
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。市
単
独
の
飼
料
用
米
出

か
ら
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。市
単
独
の
飼
料
用
米
出

荷
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
度
は

荷
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
度
は
1010
ａ
当
た

ａ
当
た

り
８
０
０
０
円
以
内
で
あ
り
ま
し
た
が
、令
和
４
年

り
８
０
０
０
円
以
内
で
あ
り
ま
し
た
が
、令
和
４
年

度
は
７
０
０
０
円
以
内
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い

度
は
７
０
０
０
円
以
内
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

飼
料
米
加
工
場
の
設
置
等
計
画
は
。

飼
料
米
加
工
場
の
設
置
等
計
画
は
。

国
の
施
策
、主
食
用
米
価
格
の
動
向
な
ど
注
視
し

国
の
施
策
、主
食
用
米
価
格
の
動
向
な
ど
注
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、市
農
協
な
ど
の

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、市
農
協
な
ど
の

出
資
に
お
け
る
飼
料
用
米
加
工
場
の
設
置
に
つ
い
て

出
資
に
お
け
る
飼
料
用
米
加
工
場
の
設
置
に
つ
い
て

は
、現
時
点
で
は
判
断
し
か
ね
ま
す
。

は
、現
時
点
で
は
判
断
し
か
ね
ま
す
。

質問事項
◆市道Ⅰ-57号線の新設工事
◆令和4年産の主食用米の作付け
◆令和4年産の飼料用米

木村
博 きむら ひろし 議員

市
道
Ⅰ

市
道
Ⅰ
―

5757
号
線（
桐
谷

号
線（
桐
谷

〜
小
川
）の
新
設
工
事
は

〜
小
川
）の
新
設
工
事
は

かとり市議会だより No.65 12



3月定例会  9人の議員が一般質問

令和4年度冬に開館予定の佐原駅周辺地区複合公共施設

おみがわこども園

議
決
前
に
施
設
無
償
譲
渡
を

議
決
前
に
施
設
無
償
譲
渡
を

公
募
し
た
行
為
は
、議
会
軽
視
で
は

公
募
し
た
行
為
は
、議
会
軽
視
で
は

こ
ど
も
園
の
民
営
化
公
募
に
、施
設
譲
渡
の
必
要

こ
ど
も
園
の
民
営
化
公
募
に
、施
設
譲
渡
の
必
要

性
は
な
か
っ
た
の
で
は
。

性
は
な
か
っ
た
の
で
は
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
は
、譲
渡
後
も
公
私
連
携
協

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
は
、譲
渡
後
も
公
私
連
携
協

定
に
基
づ
き
小
見
川
地
域
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
拠

定
に
基
づ
き
小
見
川
地
域
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
が
維
持
・
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

点
と
し
て
の
機
能
が
維
持
・
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

譲
渡
に
よ
り
市
の
損
失
は
発
生
せ
ず
、行
政
行
為
と

譲
渡
に
よ
り
市
の
損
失
は
発
生
せ
ず
、行
政
行
為
と

し
て
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
て
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、施
設
を
譲
渡
し
な
い
場
合
、後
々
発
生
す

　
　

な
お
、施
設
を
譲
渡
し
な
い
場
合
、後
々
発
生
す

る
施
設
修
繕
や
設
備
更
新
な
ど
の
コ
ス
ト
を
市
が
負

る
施
設
修
繕
や
設
備
更
新
な
ど
の
コ
ス
ト
を
市
が
負

担
し
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

担
し
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

「
予
定
価
格
の
事
前
公
表
」は
、入
札
が
高
止
ま
り

「
予
定
価
格
の
事
前
公
表
」は
、入
札
が
高
止
ま
り

水
準
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

水
準
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

予
定
価
格
と
同
額
、ま
た
は
、予
定
価
格
と
の
差

予
定
価
格
と
同
額
、ま
た
は
、予
定
価
格
と
の
差

が
１
％
未
満
で
応
札
と
な
っ
た
件
数
に
つ
い
て
は
、

が
１
％
未
満
で
応
札
と
な
っ
た
件
数
に
つ
い
て
は
、

工
事
に
限
定
す
る
と
、令
和
元
年
度
は
１
３
６
件
の

工
事
に
限
定
す
る
と
、令
和
元
年
度
は
１
３
６
件
の

う
ち
４
件
、令
和
２
年
度
は
１
４
８
件
の
う
ち
９
件

う
ち
４
件
、令
和
２
年
度
は
１
４
８
件
の
う
ち
９
件

で
す
。な
お
、事
前
公
表
で
あ
っ
て
も
、競
争
原
理
は

で
す
。な
お
、事
前
公
表
で
あ
っ
て
も
、競
争
原
理
は

働
い
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

働
い
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

複
合
公
共
施
設
の
使
い
易
さ
を
め
ぐ
り
、よ
く
事

複
合
公
共
施
設
の
使
い
易
さ
を
め
ぐ
り
、よ
く
事

前
調
整
・
協
議
を
求
め
る
。

前
調
整
・
協
議
を
求
め
る
。

市
民
説
明
会
を
は
じ
め
管
理
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

市
民
説
明
会
を
は
じ
め
管
理
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、利
用
者
団
体
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し
、

プ
、利
用
者
団
体
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し
、

市
民
や
利
用
者
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
伺
い
な
が
ら

市
民
や
利
用
者
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
伺
い
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
お
り
、周
辺
地
域
の
方
々
を
含
め
広

事
業
を
進
め
て
お
り
、周
辺
地
域
の
方
々
を
含
め
広

く
ご
理
解
を
得
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

く
ご
理
解
を
得
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園

お
み
が
わ
こ
ど
も
園

無
償
譲
渡
は
撤
回
す
べ
き

無
償
譲
渡
は
撤
回
す
べ
き

質問事項
◆最近の市発注事業の入札状況
◆佐原駅前複合公共施設の運営方針
◆公共施設の無償譲渡

根本
義郎ねもと よしろう 議員

かとり市議会だより No.6513



栗源地区大畑浄水場

災
害
時
に
お
け
る
施
設
の
稼
働
に
つ
い
て
、緊
急

災
害
時
に
お
け
る
施
設
の
稼
働
に
つ
い
て
、緊
急

時
は
ど
の
よ
う
な
対
応
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
の
か
。

時
は
ど
の
よ
う
な
対
応
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
の
か
。

震
度
４
以
上
の
地
震
が
発
生
し
被
災
し
た
場
合
に

震
度
４
以
上
の
地
震
が
発
生
し
被
災
し
た
場
合
に

お
い
て
は
、施
設
の
応
急
復
旧
や
応
急
給
水
な
ど
の

お
い
て
は
、施
設
の
応
急
復
旧
や
応
急
給
水
な
ど
の

体
制
を
整
え
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。風
水
害
な
ど

体
制
を
整
え
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。風
水
害
な
ど

に
よ
る
停
電
発
生
時
に
お
い
て
は
、自
家
発
電
設
備

に
よ
る
停
電
発
生
時
に
お
い
て
は
、自
家
発
電
設
備

に
よ
り
電
源
を
賄
う
こ
と
で
対
応
し
て
お
り
、長
時

に
よ
り
電
源
を
賄
う
こ
と
で
対
応
し
て
お
り
、長
時

間
停
電
の
対
応
に
つ
い
て
は
、必
要
な
燃
料
の
事
前

間
停
電
の
対
応
に
つ
い
て
は
、必
要
な
燃
料
の
事
前

確
保
並
び
に
補
給
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

確
保
並
び
に
補
給
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

自
家
発
電
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
の
事
だ
が
、

自
家
発
電
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
の
事
だ
が
、

令
和
元
年
大
型
台
風
に
よ
る
停
電
の
際
、栗
源
地
域

令
和
元
年
大
型
台
風
に
よ
る
停
電
の
際
、栗
源
地
域

の
一
部
に
お
い
て
断
水
が
発
生
し
た
。対
応
状
況
は
。

の
一
部
に
お
い
て
断
水
が
発
生
し
た
。対
応
状
況
は
。

停
電
発
生
時
か
ら
稼
働
し
て
い
た
浄
水
場
の
自

停
電
発
生
時
か
ら
稼
働
し
て
い
た
浄
水
場
の
自

家
発
電
設
備
が
翌
朝
、不
具
合
を
起
こ
し
、一
時
断

家
発
電
設
備
が
翌
朝
、不
具
合
を
起
こ
し
、一
時
断

水
が
発
生
し
た
も
の

水
が
発
生
し
た
も
の

で
す
。直
ち
に
原
因

で
す
。直
ち
に
原
因

を
調
査
し
た
結
果
、

を
調
査
し
た
結
果
、

燃
料
供
給
装
置
の
不

燃
料
供
給
装
置
の
不

具
合
で
あ
る
こ
と
を

具
合
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
修
理
を
進
め

確
認
し
修
理
を
進
め

た
こ
と
に
よ
り
、同

た
こ
と
に
よ
り
、同

日
お
昼
過
ぎ
に
は
断

日
お
昼
過
ぎ
に
は
断

水
が
解
消
し
て
い
ま

水
が
解
消
し
て
い
ま

す
。
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
。

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
。

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、香
取
市
森
林
管
理
計

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、香
取
市
森
林
管
理
計

画
の
策
定
、国
の
補
助
対
象
で
あ
る
災
害
に
強
い
森

画
の
策
定
、国
の
補
助
対
象
で
あ
る
災
害
に
強
い
森

づ
く
り
事
業
補
助
金
の
活
用
、地
元
材
で
作
製
し
た

づ
く
り
事
業
補
助
金
の
活
用
、地
元
材
で
作
製
し
た

木
製
玩
具
森
の
輪
を
新
生
児
に
お
祝
い
と
し
て
配
布

木
製
玩
具
森
の
輪
を
新
生
児
に
お
祝
い
と
し
て
配
布

す
る
３
事
業
が
あ
り
ま
す
。

す
る
３
事
業
が
あ
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、危
険
箇

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、危
険
箇

所
の
把
握
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。把
握
し
た
上

所
の
把
握
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。把
握
し
た
上

で
の
優
先
順
位
の
取
り
決
め
は
。

で
の
優
先
順
位
の
取
り
決
め
は
。

国
・
県
が
作
成
し
た
令
和
元
年
度
台
風
被
害
状
況
、

国
・
県
が
作
成
し
た
令
和
元
年
度
台
風
被
害
状
況
、

東
京
電
力
の
電
柱
情
報
の
ほ
か
、市
の
重
要
イ
ン
フ

東
京
電
力
の
電
柱
情
報
の
ほ
か
、市
の
重
要
イ
ン
フ

ラ
の
位
置
情
報
な
ど
を
森
林
管
理
用
シ
ス
テ
ム
に
反

ラ
の
位
置
情
報
な
ど
を
森
林
管
理
用
シ
ス
テ
ム
に
反

映
さ
せ
、事
業
採
択
要
件
に
合
致
す
る
森
林
を
抽
出

映
さ
せ
、事
業
採
択
要
件
に
合
致
す
る
森
林
を
抽
出

し
、現
地
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
、現
地
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
つ
い
て

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
つ
い
て

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
分
料
が
大
幅
に
値
上
が
っ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
分
料
が
大
幅
に
値
上
が
っ

て
い
る
。一
定
量
を
集
積
し
処
分
業
者
に
依
頼
す
る

て
い
る
。一
定
量
を
集
積
し
処
分
業
者
に
依
頼
す
る

こ
と
で
安
く
抑
え
ら
れ
る
業
者
も
あ
る
が
、市
で
集

こ
と
で
安
く
抑
え
ら
れ
る
業
者
も
あ
る
が
、市
で
集

積
す
る
等
、処
分
料
を
抑
え
る
方
法
は
検
討
で
き
な

積
す
る
等
、処
分
料
を
抑
え
る
方
法
は
検
討
で
き
な

い
か
。

い
か
。

生
産
者
に
は
相
応
の
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
に
は
相
応
の
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、市
対
策
協
議
会
に
お
け
る
協
議
決
定
事

引
き
続
き
、市
対
策
協
議
会
に
お
け
る
協
議
決
定
事

項
を
踏
ま
え
、そ
の
適
正
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と

項
を
踏
ま
え
、そ
の
適
正
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

考
え
て
お
り
ま
す
。

香
取
市
が
先
進
的
な
モ
デ
ル
と
な
っ
て
生
分
解
性

香
取
市
が
先
進
的
な
モ
デ
ル
と
な
っ
て
生
分
解
性

マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
実
証
実
験
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
実
証
実
験
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

国
・
県
で
の
事
業
体
系
な
ど
の
検
証
や
環
境
保
全

国
・
県
で
の
事
業
体
系
な
ど
の
検
証
や
環
境
保
全

型
農
業
の
実
施
団
体
な
ど
に
情
報
提
供
を
し
な
が
ら
、

型
農
業
の
実
施
団
体
な
ど
に
情
報
提
供
を
し
な
が
ら
、

モ
デ
ル
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か

モ
デ
ル
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か

け
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

け
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

香
取
市
の
水
道
事
業
に

香
取
市
の
水
道
事
業
に

つ
い
て

つ
い
て

質問事項
◆森林環境譲与税
◆環境にやさしい農業
◆香取市鳥獣対策協議会
◆市の水道事業

井上
徹 いのうえ とおる 議員
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3月定例会  9人の議員が一般質問

現在の佐原中央公民館

臨
時
休
校
な
ど
で
学
習
を
止
め
な
い
た
め
の
児
童

臨
時
休
校
な
ど
で
学
習
を
止
め
な
い
た
め
の
児
童

生
徒
の
端
末
の
持
ち
帰
り
の
基
準
は
。

生
徒
の
端
末
の
持
ち
帰
り
の
基
準
は
。

当
面
の
間
、休
校
措
置
を
実
施
す
る
場
合
や
、や

当
面
の
間
、休
校
措
置
を
実
施
す
る
場
合
や
、や

む
を
得
ず
登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
の
学
習
支
援
な

む
を
得
ず
登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
の
学
習
支
援
な

ど
の
た
め
に
家
庭
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

ど
の
た
め
に
家
庭
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
の
配
置
や
活
動
に
つ
い
て
今
後
ど
の
様
に
し
て

援
員
の
配
置
や
活
動
に
つ
い
て
今
後
ど
の
様
に
し
て

い
く
の
か
。

い
く
の
か
。

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
派
遣
を
予
定
し
て
い
ま

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
派
遣
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、教
員
の
指
導
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、市

す
。ま
た
、教
員
の
指
導
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、市

内
小
中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
紹
介
し
、

内
小
中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
紹
介
し
、

全
て
の
教
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
が
で
き
る

全
て
の
教
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
充
実
で

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
充
実
で

児
童
生
徒
の
特
性
に
合
わ
せ
た

児
童
生
徒
の
特
性
に
合
わ
せ
た

教
育
を

教
育
を

各
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
員
の
配
置
状
況
は
ど

各
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
員
の
配
置
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

う
な
っ
て
い
る
か
。

個
々
の
児
童
生
徒
の
特
性
を
考
え
、必
要
な
特
別

個
々
の
児
童
生
徒
の
特
性
を
考
え
、必
要
な
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。令
和

支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。令
和
3
年

度
に
お
い
て
は
、

度
に
お
い
て
は
、4444
名
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

名
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

配
置
し
て
い
る
状
況
で
す
。

配
置
し
て
い
る
状
況
で
す
。

支
援
員
に
つ
い
て
現
在
は
人
員
不
足
で
は
な
い
と

支
援
員
に
つ
い
て
現
在
は
人
員
不
足
で
は
な
い
と

言
う
認
識
で
良
い
の
か
、更
に
今
後
の
人
員
確
保
に

言
う
認
識
で
良
い
の
か
、更
に
今
後
の
人
員
確
保
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い
て
は
、継
続
的
に

特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い
て
は
、継
続
的
に

勤
務
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
多
く
、そ
の
ス
キ

勤
務
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
多
く
、そ
の
ス
キ

ル
は
向
上
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
、毎
年
新

ル
は
向
上
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
、毎
年
新

規
の
公
募
を
行
っ
て
お
り
、現
在
、募
集
人
数
以
上

規
の
公
募
を
行
っ
て
お
り
、現
在
、募
集
人
数
以
上

の
応
募
が
あ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、新
し
い
人

の
応
募
が
あ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、新
し
い
人

材
確
保
と
研
修
な
ど
に
よ
る
資
質
向
上
に
も
努
め
て

材
確
保
と
研
修
な
ど
に
よ
る
資
質
向
上
に
も
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

複
合
公
共
施
設（
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）

複
合
公
共
施
設（
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）

を
新
た
な
文
化
の
発
信
拠
点
に

を
新
た
な
文
化
の
発
信
拠
点
に

佐
原
中
央
公
民
館
を
利
用
す
る
文
化
団
体
の
新
し

佐
原
中
央
公
民
館
を
利
用
す
る
文
化
団
体
の
新
し

い
施
設
へ
の
移
行
は
ど
の
様
に
行
わ
れ
る
の
か
。

い
施
設
へ
の
移
行
は
ど
の
様
に
行
わ
れ
る
の
か
。

施
設
を
利
用
し
て
い
る
団
体
な
ど
に
佐
原
中
央
公

施
設
を
利
用
し
て
い
る
団
体
な
ど
に
佐
原
中
央
公

民
館
の
閉
館
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
複
合
公
共
施

民
館
の
閉
館
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
複
合
公
共
施

設
に
お
け
る
利
用
の
方
向
性
を
示
し
意
見
交
換
を
行

設
に
お
け
る
利
用
の
方
向
性
を
示
し
意
見
交
換
を
行

っ
て
い
ま
す
。意
見
や
要
望

っ
て
い
ま
す
。意
見
や
要
望

の
多
く
は
、複
合
公
共
施
設

の
多
く
は
、複
合
公
共
施
設

の
貸
室
な
ど
の
利
用
方
法
、

の
貸
室
な
ど
の
利
用
方
法
、

備
品
の
設
置
や
取
り
扱
い
な

備
品
の
設
置
や
取
り
扱
い
な

ど
に
係
る
も
の
で
あ
り
、管

ど
に
係
る
も
の
で
あ
り
、管

理
運
営
の
詳
細
に
つ
い
て
調

理
運
営
の
詳
細
に
つ
い
て
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、新
し
い
複
合
公
共
施
設
を
含
ん
だ
各
公
共

今
後
、新
し
い
複
合
公
共
施
設
を
含
ん
だ
各
公
共

施
設
で
の
市
主
催
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
は
計
画
さ
れ
て

施
設
で
の
市
主
催
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
は
計
画
さ
れ
て

い
る
の
か
。

い
る
の
か
。

令
和
２
年
度
以
降
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
し
に

令
和
２
年
度
以
降
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
し
に

く
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。今
後
は
、補
助
金
な

く
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。今
後
は
、補
助
金
な

ど
の
財
源
確
保
や
県
主
催
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致

ど
の
財
源
確
保
や
県
主
催
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、時
期
を
判
断
し
な
が
ら
事

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、時
期
を
判
断
し
な
が
ら
事

業
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

業
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質問事項
◆ＧＩＧＡスクール構想の現状
◆特別支援員の現状
◆複合公共施設の今後と周辺公共施設

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
更
な
る
充
実
で

の
更
な
る
充
実
で

中
断
な
き
学
習
環
境
を

中
断
な
き
学
習
環
境
を

 辻 
達広つじ たつひろ 議員

かとり市議会だより No.6515



無償譲渡となったおみがわこども園

誘
致
の
協
定
で
は
産
科
医
・
小
児
科
医
・
麻
酔
科
医

誘
致
の
協
定
で
は
産
科
医
・
小
児
科
医
・
麻
酔
科
医

と
看
護
師
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

と
看
護
師
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

令
和
３
年

令
和
３
年
1212
月
2424
日
に
締
結
し
た
産
婦
人
科
施
設

日
に
締
結
し
た
産
婦
人
科
施
設

の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
協
定
書
に
お
い
て
は
、

の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
協
定
書
に
お
い
て
は
、

運
営
の
基
本
事
項
の
み
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、医
療

運
営
の
基
本
事
項
の
み
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、医
療

ス
タ
ッ
フ
の
体
制
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ス
タ
ッ
フ
の
体
制
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。医
師
及
び
そ
の
他
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
に
つ

ん
。医
師
及
び
そ
の
他
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
に
つ

い
て
は
、今
後
、医
療
法
人
社
団
み
ず
た
に
会
に
お

い
て
は
、今
後
、医
療
法
人
社
団
み
ず
た
に
会
に
お

い
て
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

い
て
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

産
婦
人
科
は

産
婦
人
科
は
2424
時
間
体
制
な
の
で
医
師
も
看
護
師

時
間
体
制
な
の
で
医
師
も
看
護
師

も
夜
勤
が
か
な
り
多
い
。医
師
看
護
師
の
募
集
は
か

も
夜
勤
が
か
な
り
多
い
。医
師
看
護
師
の
募
集
は
か

な
り
厳
し
い
と
考
え
る
が
都
市
部
で
募
集
し
て
香
取

な
り
厳
し
い
と
考
え
る
が
都
市
部
で
募
集
し
て
香
取

市
に
勤
務
す
る
の
か
。

市
に
勤
務
す
る
の
か
。

募
集
を
す
る
こ
と
に
は
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、ネ

募
集
を
す
る
こ
と
に
は
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
非
常
に
広
く
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
非
常
に
広
く
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
大
丈
夫
で
あ
る
と
考
え
て

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
大
丈
夫
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

液
状
化
の
心
配
の
な
い
場
所
に

液
状
化
の
心
配
の
な
い
場
所
に

産
科
を

産
科
を

液
状
化
地
帯
の
市
役
所
前
産
婦
人
科
建
設
予
定
地

液
状
化
地
帯
の
市
役
所
前
産
婦
人
科
建
設
予
定
地

が
側
方
流
動
工
事
を
し
た
だ
け
で
液
状
化
を
防
止
で

が
側
方
流
動
工
事
を
し
た
だ
け
で
液
状
化
を
防
止
で

き
る
の
か
。

き
る
の
か
。

東
日
本
大
震
災
で
起
き
た
よ
う
な
十
間
川
に
向
か

東
日
本
大
震
災
で
起
き
た
よ
う
な
十
間
川
に
向
か

っ
て
の
側
方
流
動
は
起
き
に
く
い
が
、液
状
化
の
可

っ
て
の
側
方
流
動
は
起
き
に
く
い
が
、液
状
化
の
可

能
性
は
あ
り
ま
す
。し
っ
か
り
と
地
盤
対
策
を
し
て

能
性
は
あ
り
ま
す
。し
っ
か
り
と
地
盤
対
策
を
し
て

建
築
を
す
れ
ば
大
丈
夫
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。市

建
築
を
す
れ
ば
大
丈
夫
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。市

に
お
い
て
は
、地
盤
対
策
奨
励
金
の
交
付
も
見
込
ん

に
お
い
て
は
、地
盤
対
策
奨
励
金
の
交
付
も
見
込
ん

で
い
ま
す
。

で
い
ま
す
。

市
が
借
金
全
額
返
済
、

市
が
借
金
全
額
返
済
、

業
者
は
無
償
取
得

業
者
は
無
償
取
得

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
無
償
譲
渡
に
よ
る

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
無
償
譲
渡
に
よ
る
1212
億
６
千

億
６
千

万
円
の
香
取
市
の
借
金
の
返
済
は
何
年
間
に
わ
た
っ

万
円
の
香
取
市
の
借
金
の
返
済
は
何
年
間
に
わ
た
っ

て
支
払
う
の
か
。ま
た
、毎
年
い
く
ら
支
払
う
の
か
。

て
支
払
う
の
か
。ま
た
、毎
年
い
く
ら
支
払
う
の
か
。

令
和
令
和
2121
年
度
ま
で
償
還
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

年
度
ま
で
償
還
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、１
億
円
近
い
金
額

り
、一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、１
億
円
近
い
金
額

が
返
済
額
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

が
返
済
額
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

1212
億
６
千
万
円
を
香
取
市
が
返
済
し
続
け
る
の
は

億
６
千
万
円
を
香
取
市
が
返
済
し
続
け
る
の
は

税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
り
、市
に
財
政
上
の
損
失
を

税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
り
、市
に
財
政
上
の
損
失
を

与
え
た
こ
と
に
な
り
市
長
が
訴
訟
の
対
象
者
で
あ
る

与
え
た
こ
と
に
な
り
市
長
が
訴
訟
の
対
象
者
で
あ
る

が
、深
く
か
か
わ
っ
た
福
祉
健
康
部
長
も
訴
訟
の
対

が
、深
く
か
か
わ
っ
た
福
祉
健
康
部
長
も
訴
訟
の
対

象
に
な
る
か
。

象
に
な
る
か
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
は
、公
私
連
携
法
人
で
あ
る

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
は
、公
私
連
携
法
人
で
あ
る

清
水
福
祉
会
へ
運
用
を
移
譲
し
、協
定
に
基
づ
き
市

清
水
福
祉
会
へ
運
用
を
移
譲
し
、協
定
に
基
づ
き
市

が
積
極
的
に
運
営
に
関
与
し
ま
す
。小
見
川
地
域
の

が
積
極
的
に
運
営
に
関
与
し
ま
す
。小
見
川
地
域
の

幼
児
教
育
・
保
育
の
拠
点
と
し
て
、引
き
続
き
幼
保

幼
児
教
育
・
保
育
の
拠
点
と
し
て
、引
き
続
き
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
機
能
は
維
持
さ
れ
る
こ
と

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
機
能
は
維
持
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、地
元
の
方
々

か
ら
、地
元
の
方
々

も
こ
れ
ま
で
ど
お
り

も
こ
れ
ま
で
ど
お
り

こ
ど
も
園
を
利
用
で

こ
ど
も
園
を
利
用
で

き
ま
す
。し
っ
か
り

き
ま
す
。し
っ
か
り

と
し
た
公
益
性
が
あ

と
し
た
公
益
性
が
あ

り
、無
償
譲
渡
に
よ

り
、無
償
譲
渡
に
よ

る
市
の
損
失
は
生
じ

る
市
の
損
失
は
生
じ

な
い
と
考
え
て
お
り

な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

質問事項
◆産婦人科の誘致
◆おみがわこども園の無償譲渡
◆米作農家への助成金

久保木
宗一

産
科
の
医
師
と
看
護
師
は

産
科
の
医
師
と
看
護
師
は

募
集
し
て
集
ま
る
の
か

募
集
し
て
集
ま
る
の
か

くぼき そういち 議員
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3月定例会  9人の議員が一般質問

新型コロナウイルス感染防止対策などを
情報提供している防災行政無線

第
６
波
到
来
に
対
す
る
市
長
の
認
識
と
対
応
策
は
。

第
６
波
到
来
に
対
す
る
市
長
の
認
識
と
対
応
策
は
。

市
と
し
て
は
、防
災
行
政
無
線
な
ど
を
活
用
し
、

市
と
し
て
は
、防
災
行
政
無
線
な
ど
を
活
用
し
、

引
き
続
き
基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
を
周
知
し
て

引
き
続
き
基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
を
周
知
し
て

い
ま
す
。令
和
３
年
９
月
に
県
と
覚
書
を
交
わ
し
、

い
ま
す
。令
和
３
年
９
月
に
県
と
覚
書
を
交
わ
し
、

保
健
所
業
務

保
健
所
業
務

の
逼
迫
時
に

の
逼
迫
時
に

お
い
て
は
、

お
い
て
は
、

自
宅
療
養
者

自
宅
療
養
者

へ
の
パ
ル
ス

へ
の
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー

オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
の
配
達
、

タ
ー
の
配
達
、

市
が
連
携
し

市
が
連
携
し

て
安
否
確
認

て
安
否
確
認

を
実
施
す
る

を
実
施
す
る

体
制
を
整
備

体
制
を
整
備

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

情
報
提
供
の
方
法
や
、行
政
無
線
の
使
い
方
な
ど

情
報
提
供
の
方
法
や
、行
政
無
線
の
使
い
方
な
ど

市
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
、市
は
ど
う
い
う

市
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
、市
は
ど
う
い
う

実
効
性
の
あ
る
手
段
を
講
じ
て
い
る
か
。

実
効
性
の
あ
る
手
段
を
講
じ
て
い
る
か
。

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
、防
災
行
政

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
、防
災
行
政

無
線
に
よ
り
市
民
の
方
々
に
情
報
伝
達
を
し
て
お
り
、

無
線
に
よ
り
市
民
の
方
々
に
情
報
伝
達
を
し
て
お
り
、

そ
の
他
に
千
葉
テ
レ
ビ
の
文
字
放
送
の
部
分
を
使
い

そ
の
他
に
千
葉
テ
レ
ビ
の
文
字
放
送
の
部
分
を
使
い

同
様
の
内
容
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

同
様
の
内
容
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

自
宅
療
養
者
に
対
す
る
市
独
自
の
支
援
策
が
、県

自
宅
療
養
者
に
対
す
る
市
独
自
の
支
援
策
が
、県

か
ら
の
支
援
が
届
く
ま
で
の
３
日
間
に
一
日
一
食
の

か
ら
の
支
援
が
届
く
ま
で
の
３
日
間
に
一
日
一
食
の

お
弁
当
等
を
配
食
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、そ
の

お
弁
当
等
を
配
食
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、そ
の

情
報
は
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

情
報
は
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

検
査
に
よ
り
陽
性
と
な
っ
た
場
合
、そ
の
報
告
が

検
査
に
よ
り
陽
性
と
な
っ
た
場
合
、そ
の
報
告
が

保
健
所
に
上
が
り
、保
健
所
か
ら
感
染
者
へ
連
絡
を

保
健
所
に
上
が
り
、保
健
所
か
ら
感
染
者
へ
連
絡
を

市
が
借
金
全
額
返
済
、

業
者
は
無
償
取
得

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
無
償
譲
渡
に
よ
る
12
億
６
千

万
円
の
香
取
市
の
借
金
の
返
済
は
何
年
間
に
わ
た
っ

て
支
払
う
の
か
。ま
た
、毎
年
い
く
ら
支
払
う
の
か
。

令
和
21
年
度
ま
で
償
還
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、１
億
円
近
い
金
額

が
返
済
額
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

12
億
６
千
万
円
を
香
取
市
が
返
済
し
続
け
る
の
は

税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
り
、市
に
財
政
上
の
損
失
を

与
え
た
こ
と
に
な
り
市
長
が
訴
訟
の
対
象
者
で
あ
る

が
、深
く
か
か
わ
っ
た
福
祉
健
康
部
長
も
訴
訟
の
対

象
に
な
る
か
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
は
、公
私
連
携
法
人
で
あ
る

清
水
福
祉
会
へ
運
用
を
移
譲
し
、協
定
に
基
づ
き
市

が
積
極
的
に
運
営
に
関
与
し
ま
す
。小
見
川
地
域
の

幼
児
教
育
・
保
育
の
拠
点
と
し
て
、引
き
続
き
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
機
能
は
維
持
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、地
元
の
方
々

も
こ
れ
ま
で
ど
お
り

こ
ど
も
園
を
利
用
で

き
ま
す
。し
っ
か
り

と
し
た
公
益
性
が
あ

り
、無
償
譲
渡
に
よ

る
市
の
損
失
は
生
じ

な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

取
る
と
と
も
に
、市
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
の
パ
ン

取
る
と
と
も
に
、市
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
若
年
層
へ
の
感
染
か
ら
始
ま
り
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
若
年
層
へ
の
感
染
か
ら
始
ま
り
、

学
校
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
が
、児
童
生
徒
に
一
人

学
校
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
が
、児
童
生
徒
に
一
人

一
台
配
ら
れ
て
い
る
端
末
を
自
宅
待
機
時
に
活
用
で

一
台
配
ら
れ
て
い
る
端
末
を
自
宅
待
機
時
に
活
用
で

き
た
か
。

き
た
か
。

1111
校
に
お
い
て
端
末
の
持
ち
帰
り
を
行
い
ま
し
た

校
に
お
い
て
端
末
の
持
ち
帰
り
を
行
い
ま
し
た

が
、臨
時
休
校
や
学
年
・
学
級
閉
鎖
を
実
施
し
て
い

が
、臨
時
休
校
や
学
年
・
学
級
閉
鎖
を
実
施
し
て
い

な
い
学
校
に
お
い
て
も
、陽
性
や
濃
厚
接
触
者
と
な

な
い
学
校
に
お
い
て
も
、陽
性
や
濃
厚
接
触
者
と
な

り
出
席
停
止
と
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
も

り
出
席
停
止
と
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
も

端
末
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

端
末
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
か
ら

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
か
ら

移
住
・
定
住
の
促
進
を

移
住
・
定
住
の
促
進
を

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
目
的
と
隊
員
の
活
動

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
目
的
と
隊
員
の
活
動

状
況
、そ
し
て
地
域
に
定
住
し
て
も
ら
う
た
め
の
市

状
況
、そ
し
て
地
域
に
定
住
し
て
も
ら
う
た
め
の
市

独
自
の
支
援
策
は
。

独
自
の
支
援
策
は
。

人
口
減
少
お
よ
び
高
齢
化
が
進
む
香
取
市
に
お
い

人
口
減
少
お
よ
び
高
齢
化
が
進
む
香
取
市
に
お
い

て
、地
域
以
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、地
域

て
、地
域
以
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、地
域

お
こ
し
活
動
の
促
進
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
を
図
り

お
こ
し
活
動
の
促
進
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
を
図
り

な
が
ら
人
材
の
定
住
並
び
に
関
係
人
口
の
拡
大
に
努

な
が
ら
人
材
の
定
住
並
び
に
関
係
人
口
の
拡
大
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、令
和
２
年
に
２
名
、

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、令
和
２
年
に
２
名
、

令
和
３
年
に
１
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
委
嘱

令
和
３
年
に
１
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
委
嘱

し
、積
極
的
な
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。定
住
の

し
、積
極
的
な
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。定
住
の

た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、起
業
・
事
業
承
継
に

た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、起
業
・
事
業
承
継
に

要
す
る
経
費
を
補
助
す
る
制
度
な
ど
が
あ
る
た
め
、

要
す
る
経
費
を
補
助
す
る
制
度
な
ど
が
あ
る
た
め
、

隊
員
本
人
の
希
望
を
踏
ま
え
支
援
策
の
適
用
を
検
討

隊
員
本
人
の
希
望
を
踏
ま
え
支
援
策
の
適
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質問事項
◆新型コロナの変異株（オミクロン株）のまん延
に対する市の関わり方
◆地域おこし協力隊の活動と今後の展望
◆おみがわこども園の運営

新
型
コ
ロ
ナ
の

新
型
コ
ロ
ナ
の

変
異
株
の
蔓
延
に
対
す
る

変
異
株
の
蔓
延
に
対
す
る

市
の
関
わ
り
方
を
問
う

市
の
関
わ
り
方
を
問
う

河野
節子こうの せつこ 議員

かとり市議会だより No.6517



旧佐原第二中学校グラウンド

山
田
地
区
へ
産
業
廃
棄
物
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、

山
田
地
区
へ
産
業
廃
棄
物
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、

残
土
条
例
・
産
廃
法
な
ど
を
無
視
し
た
悪
質
極
ま
る

残
土
条
例
・
産
廃
法
な
ど
を
無
視
し
た
悪
質
極
ま
る

違
法
行
為
で
搬
入
さ
れ
て
い
ま
す
。厳
正
な
対
応
が

違
法
行
為
で
搬
入
さ
れ
て
い
ま
す
。厳
正
な
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

必
要
で
は
な
い
か
。

指
導
を
繰
り
返
す
こ
と
で
撤
去
に
向
け
て
進
め
て

指
導
を
繰
り
返
す
こ
と
で
撤
去
に
向
け
て
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。現
状
に
お
い
て
は
、関
係
団
体

い
る
と
こ
ろ
で
す
。現
状
に
お
い
て
は
、関
係
団
体

と
連
携
し
、適
正
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

と
連
携
し
、適
正
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

山
田
・
小
見
川
地
区
の
市
営
住
宅
の
便
所
は
、汲

山
田
・
小
見
川
地
区
の
市
営
住
宅
の
便
所
は
、汲

み
取
り
式
か
ら
水
洗
ト
イ
レ
へ
整
備
す
べ
き
で
は
。

み
取
り
式
か
ら
水
洗
ト
イ
レ
へ
整
備
す
べ
き
で
は
。

同
地
域
で
も
建
て
替
え
計
画
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ

同
地
域
で
も
建
て
替
え
計
画
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

ん
か
。

水
洗
化
に
つ
い
て
は
、大
規
模
な
改
修
工
事
が
必

水
洗
化
に
つ
い
て
は
、大
規
模
な
改
修
工
事
が
必

要
と
な
り
、多
額
の
費
用
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま

要
と
な
り
、多
額
の
費
用
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。水
洗
ト
イ
レ
を
備
え
て
い
る
粉
名
口
団
地
３

せ
ん
。水
洗
ト
イ
レ
を
備
え
て
い
る
粉
名
口
団
地
３

号
棟
な
ど
他
の
公
営
住
宅
へ
の
転
居
を
進
め
て
い

号
棟
な
ど
他
の
公
営
住
宅
へ
の
転
居
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。小
見
川
地
区
に
は
多

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。小
見
川
地
区
に
は
多

数
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
ほ
か
県
営
住
宅
も
あ
る
こ

数
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
ほ
か
県
営
住
宅
も
あ
る
こ

と
か
ら
、公
営
住
宅
入
居
希
望
者
に
対
し
て
は
、県

と
か
ら
、公
営
住
宅
入
居
希
望
者
に
対
し
て
は
、県

と
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と

と
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

考
え
て
お
り
ま
す
。

旧
佐
原
第
二
中
の
利
活
用
と
し
て
看
護
小
規
模
多

旧
佐
原
第
二
中
の
利
活
用
と
し
て
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
誘
致
が
進
め
ら
れ
た
が

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
誘
致
が
進
め
ら
れ
た
が

経
過
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

経
過
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
整
備

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
整
備

に
つ
い
て
は
、県
立
佐
原
病
院
と
の
近
接
性
な
ど
の

に
つ
い
て
は
、県
立
佐
原
病
院
と
の
近
接
性
な
ど
の

優
位
性
を
考
慮
し
、誘
致
場
所
に
旧
佐
原
市
立
第
二

優
位
性
を
考
慮
し
、誘
致
場
所
に
旧
佐
原
市
立
第
二

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
選
定
し
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
選
定
し
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
い
る
団
体
へ
の

し
か
し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
い
る
団
体
へ
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
が
、理
解
が
得
ら
れ
ず
誘
致
を

説
明
を
行
い
ま
し
た
が
、理
解
が
得
ら
れ
ず
誘
致
を

断
念
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

断
念
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

学
校
跡
地
の
利
活
用
に
お
け
る
住
民
合
意
の
手
法

学
校
跡
地
の
利
活
用
に
お
け
る
住
民
合
意
の
手
法

を
検
討
し
て
、ス
ム
ー
ズ
に
利
活
用
の
推
進
を
図
る

を
検
討
し
て
、ス
ム
ー
ズ
に
利
活
用
の
推
進
を
図
る

べ
き
で
は
。

べ
き
で
は
。

地
元
の
皆
さ
ん
の

地
元
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を

ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
よ
う
事

い
た
だ
け
る
よ
う
事

前
の
調
整
を
図
る
こ

前
の
調
整
を
図
る
こ

と
、事
業
者
に
よ
る

と
、事
業
者
に
よ
る

地
域
説
明
会
を
開
催

地
域
説
明
会
を
開
催

す
る
前
の
情
報
提
供

す
る
前
の
情
報
提
供

や
説
明
会
に
参
加
さ

や
説
明
会
に
参
加
さ

れ
な
か
っ
た
方
の
意

れ
な
か
っ
た
方
の
意

向
を
把
握
す
る
こ
と

向
を
把
握
す
る
こ
と

な
ど
が
重
要
で
あ
る

な
ど
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
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ど
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田
支
所
・
栗
源
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際
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田
支
所
・
栗
源
支
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お
け
る
利
用
状
況
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ー
ズ
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な
ど
を
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ま
え
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所
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務
の
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を
行
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ズ
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な
ど
を
踏
ま
え
支
所
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っ
た
も
の
で
あ
り
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治
会
連
合
会
総
会
な
ど
に
お

っ
た
も
の
で
あ
り
、自
治
会
連
合
会
総
会
な
ど
に
お

い
て
説
明
を
し
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理
解
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た
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た
も
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と
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い
て
説
明
を
し
、ご
理
解
い
た
だ
い
た
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

質問事項
◆山田地区の産業廃棄物と思われる不法投棄
◆市営住宅の対策
◆学校跡地の利活用の進め方
◆山田支所・栗源支所の取り扱い業務の見直し

宇井
正一

山
田
地
区
の
不
法
な
産
業

山
田
地
区
の
不
法
な
産
業

廃
棄
物
投
棄
に
厳
正
な
指

廃
棄
物
投
棄
に
厳
正
な
指

導
で
対
応
を

導
で
対
応
を

うい しょういち 議員
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議案
番号

議 案 名
（一部省略しています） 主　な　内　容

審
議
結
果

賛
成
（
人
）

反
対
（
人
）

欠
席
（
人
）

議案第１号 令和3年度一般会計補正予算
（第11号）

歳入歳出予算の総額に13億7,707万5千円を追加し、補正後の総額を367億4,971万8千
円とする。繰越明許費の補正は、住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給事業など6事
業について、年度内に完了しない見込みのため、新たに設定する。歳出は、コロナ禍の
影響など、現在、厳しい経営状況にあるコメ生産農家の事業継続を支援するため、主食
用米作付面積に応じた支援金など1億479万円を、市内店舗における消費行動の活性化
を図るため、昨年度に引き続き、30パーセントのプレミアムを付加した商品券を発行す
る経費3億5,481万9千円を計上。歳入は、国庫支出金について所要の補正をするほか、
前年度繰越金を追加。

可決 19 0 2

議案第２号
工事請負契約の変更（佐原駅
周辺地区複合公共施設建設
工事）

工事内容の一部変更により、工事費を2,074万9,300円増額し、変更後の契約額を34億
5,670万9,300円とします。 可決 19 0 2

議案第３号 専決処分の承認（令和3年度
一般会計補正予算（第10号））

歳入歳出予算の総額に8億8,738万5千円を追加し、補正後の総額を353億7,264万3千
円とする。歳出は、全ての子育て世帯に対し、18歳以下の子ども1人当たり10万円を現
金で一括支給するため、給付金など8億8,738万5千円を計上。歳入は、国庫支出金につ
いて所要の補正をするほか、前年度繰越金を追加。

承認 19 0 2

議案第４号
専決処分の承認（令和3年度
病院事業会計補正予算（第3
号））

収益的収支の収入および支出に1,105万円を追加。香取おみがわ医療センターの看護師
等に対し、新型コロナウイルスワクチン接種医療従事者慰労金を支給するため、所要額
を計上。

承認 19 0 2

議員個別の採決結果は、市議会ホームページをご覧ください。

意　見
津宮小学校においては、地元のボランティアによる放課後子ども教室を実施していたが、令和元年度限りで、やむな
く中止となった経緯がある。この請願により、一刻も早く児童クラブが設置されることを願うものである。

先日、福祉教育常任委員会として、現在、休園となっている津宮幼稚園の現地視察を行ったが、十分使用可能である
と思われることから、本請願は採択すべきである。

学校給食の無償化については、現在、その財源確保が難しい状況であります。学校給食の重要性に鑑み、他市町の動
向を見極め、議論を踏まえて結論を出す必要があります。このため、引き続き調査および検討を行う必要があるた
め、閉会中の継続審査としました。

採択しました

陳情第23号　水の郷小学校区学童保育（放課後児童クラブ）設置に関する陳情

請願・陳情審査報告

請願第17号　水の郷小学校区学童保育（放課後児童クラブ）設置を求める請願

学童保育の設置が実現可能なのかどうか、大変疑問である。現在、市としてはどのような考えなのか。

現在、津宮小学校と大倉小学校の児童は、送致により佐原第5児童クラブを利用しています。水の郷小学校へ
の児童クラブの設置については、当該小学校の児童数、児童クラブの利用見込み、佐原第5児童クラブの利用
状況、児童クラブ全体の待機児童数の状況等を総合的に判断し、検討していかなければならないと考えます。

A

Q

1月臨時会 議案および採決結果概要

継続審査となりました

請願第16号　学校給食無償化を求める請願

継続
審査

継続
審査
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

６月 傍聴自粛のお願い 市議会をより詳しく知りたいときは

ご利用ください！

市議会会議録と議会中継

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/

香取市議会ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/gikai/

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

議会中継会議録

定例会
の日程

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するた
め、当面の間、本会議および委員会等の傍聴
は、できる限り自粛いただくようお願いします。

※上記は予定であり、変更となる場合があります。
※請願・陳情の6月定例会での受け付けは、5月20日（金）午後4時ま
でとなります。

本会議

本会議（一般質問調整日）

常任委員会

本会議

編集後記

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧でき
ます。12月定例会の会議録ま
でご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ中
継は、市議会ホームページ
で視聴できます。録画映像
は、おおむね1週間後から
視聴可能です。

3月定例会のライブ中継視
聴者数は127人、2月21日
から3月31日までの録画再
生件数は190件でした。

　緊迫した世界情勢の中、香取市議会においても、ウクライ
ナからのロシア軍の即時撤退と、速やかな平和の実現を求め
る決議がされました。私達ができる事は多くはありませんが、
一刻も早い戦争の終結を願うばかりです。世界では他にも
様々な非人道的な行為が起きています。本当の意味での世界
平和が実現しますように。 （井上）

　いつも議会広報をご覧いただきありがとうございます。季
節は春本番を迎えていますが、世界情勢はロシアがウクライ
ナに侵攻し不安定な中、私達の生活にも影響を及ぼしていま
す。香取市議団ではウクライナに22万円を寄付しました。一
日も早く平和を取り戻すことを願うばかりです。 （成毛）

傍聴およびライブ中継、録画再生件数

傍聴自粛にご協力いただきありがとうございます。

322件

5人
127人

190件

335件

37人
94人

204件

290件

5人
112人

173件

288件

5人
90人

193件

R4.3月R3.12月R3.9月R3.6月R3.3月
329件

187件

5人

137人
ライブ
中継

録画再生

傍聴

こだわりの逸材を生み出す香取の匠たちをご紹介します

株式会社　JP Honey
代表取締役

髙橋 徳優さん　

香取市の花々が生み出す
「笑顔と生はちみつ」

　㈱ JP Honeyは香取市出身の同級生3人で、昨年起
業しました。
　私たちの目標は香取市の自然を活かし、人と人とが
笑顔で憩える産業を生み出すこと。そして誰も置きざ
りにしない持続可能な共同体の維持が目的です。今は
その一環として養蜂事業を行っています。
　養蜂とはミツバチを飼い、はちみつを採取販売する
もので、利用されなくなった土地や休耕地などを整備
し活用します。その為、自然豊かな香取市の環境と相
性が良く、環境保全や里山保全の輪が広がり、夏休み
の自由研究を対象とした「養蜂体験フィールド」や休

耕田に花を咲かせる「お花畑プロジェクト」を開催・
実行することができました。
　それらの経験によって私たちは、ストーリーを持っ
たプロダクトと、養蜂体験や里山遊びの「コト消費」
は、「モノ消費」に飽きた消費者が求める、日常的な
エンターテイメントとして成長するだろうと確信を得
ています。
　まだ産声を上げたばかりで、たくさんの方の協力で
成り立っているチームです。これからも香取市の笑顔
に役立てる活動をしてまいりますので、温かく見守っ
ていただけると嬉しく思います。

5/31（火） 6/2（木） 

 8（水） 9（木） 10（金）

 13（月） 14（火）

 17（金）

Vol.14
たか はし のり まさ
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